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総合科目系委員会 ＜平成 25 年度第 1 回 報告会＞ 
 
日時：平成２５年９月１０日（火） １５：３０～１６：００ 
場所：カンファレンスルーム（ウェリタス５Ｆ） 
 
講師： 杉山雅宏 准教授（本学心理学教室） 
演題： 学生の“自分心”を鍛える実践 
 
＊同発表は、「第６３回東北・北海道地区大学等高等・共通教育研究会」（2013.08.29 於：福島大学）
で、杉山先生が行いました話題提供（口頭発表）に基づいています。リアクションペーパーを活用
した教授法の実践報告です。教授法の開拓や学生の心理把握に関心のある方は、是非、ご来聴くだ
さい。 
 
発表要旨 
 本学は薬剤師国家試験合格を第一義的課題としていることもあり、新入生は「単
位がとれるか」「勉強についていけるか」「進級できるか」という不安を抱えている。
こうした不安は、上手に解消していかないと、どうしてこの薬剤師になろうとした
のか、将来どのような社会貢献がしたいのかとう問題をもみ消してしまい、本来や
らなければならない課題に主体的に取り組まなくなるのではないだろうかという
ことを危惧している。さらに心配になるのは、与えられた課題はやるが、自ら学ぼ
うとする姿勢が育まれなくなる危険性である。 
 演者が担当する「こころの科学」（心理学概論）では、学生が自分の心に向き合
い、講義の中でも大学生活での不安を解消したり、自己の生き方について考える機
会を提供したりするように工夫している。そうすることで、学生の自主的な参加を
促せるようにしている。具体的には、学生が無理しなくても、参加せざるを得ない
ような状況を設定した講義を心がけている。 
１)講義の中では、学生とのコミュニケーションを大切にしている。講義の中で学
生が気付いたこと・疑問に感じたことには、必ず返答(もしくはヒントの提供)をし
ている。リアクションペーパーを学生から回収し、質問の回答は全員にフィードバ
ックし、教員と学生・学生同士の直接的・間接的コミュニケーションを通じ、“自
分心”＝学生自身の内面に刺激を与えるようにしている。 
２）教材も参加を促す工夫をしている。サブノートのような書き込み式（穴埋め式）
のテキストを作成し、学習の便宜を図っている。また、毎時間、簡単な心理学に関
するワーク（または心理テスト）を実施し、自分の心に向き合うことを促している。
３)カウンセリング心理学に関するエッセイを読み、自己の考えや意見を述べたり、
単に教員の考えに迎合したりするだけではなく、あえて批判的な視点からも、自分
の考えを述べさせるレポート課題の提出を任意に求めるようにしている。課題提出
を義務づけてはいないものの、内容よりも自分の考えを自由に書いてもよいという
スタイルでの提出を促すと、ほぼ全員の学生が提出するようになった。 
 講義の中で、自分の心に向き合う姿勢を身に着けさせることが、進路選択におけ
る自己決定に関する責任を果たす一助となればと考え実践している。 
 
 
